
令 和 ８ 年 ４ 月 １日 

篠 栗 町 

西部ガスエネルギー株式会社 

 

篠栗町と西部ガスエネルギー株式会社は 

「環境に配慮した LP ガス導入」の実現に向けた連携協定を締結しました 

 

 篠栗町（町長 三浦正）と西部ガスエネルギー株式会社（代表取締役社長 石丸浩、

以下、「西部ガスエネルギー」）は、地球温暖化対策を包括的かつ着実に推進するため、

「環境に配慮した LP ガス導入」の実現に向けた連携協定を締結しました。 

 

 篠栗町は、2021 年 9 月、2050 年二酸化炭素排出実質ゼロのまちを目指す「ゼロカー

ボンシティささぐり」宣言を表明し、自然環境の保全と持続可能な地域社会の実現を掲

げて脱炭素施策を進めています。一方、西部ガスエネルギーは「西部ガスグループカー

ボンニュートラル 2050」に基づきガスの脱炭素化や電源の脱炭素化などを推進するた

め自治体、企業の皆さまとの協業を通じ、カーボンニュートラル社会の実現に向けた取

り組みを進めております。 

 

 篠栗町と西部ガスエネルギーは、本協定により、カーボンオフセット LP ガスの導入

に向けた取り組みや脱炭素に関する意識醸成などについて連携、協働し、取り組んでま

いります。 

 

１ 協定締結日 

令和８年(２０２６年)４月１日（水） 

 

２ 連携事項 

 （1）篠栗町が有する施設等へのカーボンオフセット LP ガス導入にむけた取り組み 

 （2）町民および町内事業者に対する脱炭素意識の啓発・教育 

 （3）その他、カーボンニュートラルの実現に資する取り組み 

 

以上 

お問い合わせ先 

篠栗町都市整備課 ゼロカーボンシティ準備室 

電話：092-405-0583 

 



篠栗町と西部ガスエネルギー株式会社の本連携協定に基づく具体的な連携項目 

（１）篠栗町が有する施設等へのカーボンオフセット LP ガス導入にむけた取り組み 

【主な取り組み】 

・町役場などの公共施設におけるカーボンオフセット LP ガス導入の検討 

（２）町民および町内事業者に対する脱炭素意識の啓発・教育 

【主な取り組み】 

・町内イベント時における環境ブースへの設置・協力 

・公共・民間施設における、油燃料から LP ガスへの燃料転換促進及び啓発活動 

 

（３）その他、カーボンニュートラルの実現に資する取り組み 

【主な取り組み】 

・省エネルギー化を実現する建築物の ZEB 化※１に関する認知度向上・理解促進 

・電源の脱炭素化に向けた取り組みの検討 

※１ 快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにする 

ことを目指した建物 

 

＜連携協定締結に際する面談の様子＞ 

 
（左）西部ガスエネルギー株式会社 代表取締役社長 石丸 浩 

（右）篠栗町           町長      三浦 正 

別 紙 


